淡路キャンプ　　　8月5日～8月17日
　　　　経済学部1回生　長谷川紫央利　　　8月25日
　私はd班で、最終日を含む8月15日～8月17日の3日間、合宿に参加させていただきました。1日目は、ｃ班が野津先生と東出さんの2人だけで忙しかったようで、学園都市を出発したのが13：30、到着したのが14：30頃と少し遅めでした。このとき子どもたちは海水浴に行っていました。到着してからKFCさんとの自己紹介をすませ、校内を掃除しました。今日の夜に体育館の地下で肝試しをするらしいので、地下の下見と、理科室の模型人形運びもしました。大きな鏡もあり、なかなか怖そうなところでした。その後、調理室に行き、晩御飯作りのお手伝いをさせていただきました。ハンバーグを焼いたのですが、ハンバーグに秋刀魚を切り刻んだものが入っていて、とても美味しそうでした。この後少し時間が空いたので子どもたちと一緒に図書室でドッチボールをしました。ｄ班は男性スタッフの数が多かったので、子どもたちは男性スタッフに抱っこしてもらったりグルグル回してもらったりと大喜びでした。初日でしたが、子どもたちも緊張せずに私たちに接してくれて嬉しかったです。これも今まで淡路キャンプに参加してくださったa班からｃ班の皆さんがそういう雰囲気を作ってくださったからだと思います。19：00になると、平商業と石川高校の生徒が帰ってきました。今日が最後の練習だったらしく、普段より帰るのが遅めだったそうです。地元の「ガールズスカウト95」の方たちがいらっしゃって、かき氷を作ってくださいました。このガールズスカウトは阪神淡路大震災の年に結成されたため、震災の年をとって「ガールズスカウト95」にしたとおしゃっていました。地元の子どもたちは男の子も含め、ほとんどがこのガールズスカウトに加入しているらしいです。私たちはしばらくみんなと一緒にご飯やカキ氷を食べ、肝試しのセッティングをするために体育館の地下にいきました。昼間の20倍ぐらい怖さが増していて足がすくみましたが、ろうそくを置き、スタッフが配置につきました。高校生がメインで肝試しに来ていました。子どもたちも、怖がりながらも来てくれました。中には泣いてしまった子や、2回来た子もいました。キャーキャーと悲鳴をあげて怖がってもらえたので、やった甲斐がありとても充実しました。肝試しを終えた後は、高校生も子どもたちも就寝準備に入り、私たちはその間手紙を書いたり、翌日のお別れ会の練習をしたりしました。
　2日目は、被災者の方が神戸観光に行くということで、8：00に被災者の方々が松江さんとバスで出発するのを見送った後、私たちとKFCさんは学校に残り、掃除やごみの分別、洗濯などをしました。時間が余ったので休憩や、お土産のプラパン作り、お別れ会の催し物の練習もしました。15：30になると、お別れ会の準備をするため、中庭に机と椅子を出したり、被災者の方々への贈呈品のラッピングなどをしたりしました。地元の人たちも来て、晩御飯にとてもかわいらしいちらし寿司を作ってくださいました。17：00になると、被災者の方々が帰ってきて、屋外で晩御飯を食べました。県の都合で、私たちの催し物の一つであるBRG48「ヘビーローテーション」は晩御飯の余興として踊らせていただきました。ご飯中ということもあったせいか、少し盛り上がりにかけましたが、私はとてもすばらしい出来だったと思います。お別れ会に入ると、体育館に移動して、地元のバンドも方が演奏を聴いて、とても盛り上がったライブになりました。私たちのもう一つの催し物であるジェスチャーゲームも、県の方が一緒にしてくださり、大成功だったと思います。ゲームは平商業と石川高校との学校別対抗戦で、各学校がジェスチャーをして、それを観客の方に当ててもらうという方法で、工夫したユニークなジェスチャーを披露してもらい、とても楽しかったです。両学校とも全てのジェスチャーを当ててもらい勝負がつかなかったので、最終的に「あっちむいてほい」で決着をつけ、平商業が勝ちました。この後、平工業の高校生がサプライズの劇をしてくださり、とても面白かったです。彼女たちの淡路キャンプに着てからの日常がとてもよくあらわされていました。そして、平商業、石川高校、被災者の方々が全員で「ふるさと」を歌い、福島への想いや、兵庫県のボランティアへの感謝の気持ちをおっしゃってくださった時、本当に感動して涙がこぼれそうでした。私は7月中旬に福島県にボランティアに行きました。そのときに現地の方は、私に福島のことについてたくさんのことを話してくださり、本当に福島県の方は福島を愛しており、福島を誇りに思っていらっしゃるんだなと感じました。淡路キャンプに来られた方々もきっと同じで、一人ひとり様々な想いを持ってこのキャンプに参加されたのかなと思うと、心を打たれるものがありました。お別れ会が終わった後、県の方たちとKFCさんとBridgeとで出口まで花道をつくり、バンドの方が演奏している中、被災者の方々を送り出しました。その後体育館の後片付けをし、平商業と石川高校の高校生たちと写真をとったり、子どもたちと追いかけっこしたりして、就寝準備に入りました。保護者の方々は子どもたちが寝た後、打ち上げをして夜遅くまで盛り上がっていたようでした。
　3日目は、いよいよ被災者の方々とお別れをする日で、朝ごはんを食べてしばらくしたら、みんな帰る用意をして玄関に集合しました。洗濯をする際になくしたのか、2,3個靴下などの紛失物がありました。玄関で被災者の方々、KFCさん、私たちみんなが入った記念写真を撮り、学校を出てバスのところまで行きました。バスを一旦校門で見送ったあと、抜け道を通って、道路に出てきたバスをもう一度見送りました。3日間しか一緒にいられなかったけど、見送りする時はすごく寂しかったです。もっと一緒にいたいと思いました。バスを見送った後、急いで学校にもどり、ごみの分別、調理室・冷蔵庫の掃除、扇風機・布団・机など各部屋の物の回収、畳はがし、廊下の掃除などを行い、KFCさんにお礼を言って12:00前くらいに学校を去りました。15日に来た時より、Bridgeのﾒﾝﾊﾞｰが増えているので、1つの車に全員乗ることが出来ず、2回に分けて学園都市まで帰ることになりました。兵庫県立大学に到着すると、絵本など、兵庫県立大が持っていった物資をｃ208に置きに行き、解散しました。
私たちはｄ班だったということもあり、掃除・洗濯などの雑用面でそれほど忙しくなく、自分の時間を沢山持つことが出来ました。これは、私たちが淡路キャンプに行くまでに、KFCさんやa班～ｃ班の方が淡路キャンプでの習慣の土台作りをしてくださったおかげだと思います。毎日送ってくれた日報もとても参考になりました。特にa班の方は1番最初だったということもあり、何かと大変だったと聞きました。本当にお疲れ様でした。私はこのキャンプを通して、Bridgeサークルの名前とロゴの由来の通り、関西と東北が繋がっているんだということをすごく実感しました。被災者の方々に関西である淡路に来ていただいて一緒に生活をするということは、私が東北にボランティアに行った時とはまた違う、日本一つ単位のネットワークのつながりだと感じました。お互いの方言について話し、地元の良い所を言いあい、子どもたちと走り回り、高校生とおしゃべりをし、本当にお互いの壁が低い状態でコミュニケーションが取れたことがとても嬉しいです。淡路の地元の人の温かさにもふれることが出来ました。KFCさんにもいろいろ配慮していただき、大変お世話になりました。いろんな人と関わりが持て自分にとって本当にいい経験になりました。是非またこのような機会に巡りあえたら嬉しいです。
